
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026 年夏号 

【民主主義とは】みんなのことは、みんなで話し合って決める仕組み 

単純な多数決だと51対49であっても51の意見が100％

通ってしまういわゆる「多数者の専制」の危険がありま

す。そのため、現代の議会制民主主義においては「少数

者の意見を最大限取り入れ、多くの人々が賛成できる案

に仕上げてから決める」制度設計が民主主義の基本とさ

れています。 

7/2 堺、7/6 東京で「森山浩行 21 世紀政経フォーラム」を開催。 

会場満席の盛況の中、それぞれ「政権交代可能な政治」「外交での 

平和構築」と現在の政治状況にあったテーマで講演と対談、そして 

参加者の懇談会では新たな 

ネットワークをつくる有意義な 

会となりました。 

「民主主義」を問い続ける 
現役高校生ジャーナリスト 

「日本中学生新聞」記者 

     川中だいじさん 
 
 

前衆議院議員 森山浩行 

特別対談 

〈雨天の友〉に感謝 
堺と東京で「２１世紀政経フォーラム」開催 

世界のあちこちで起きている紛争に終わりが見えず、 

日本では衆議院で圧倒的な議席数を持った与党が  

「やるべきことよりやりたいこと」を優先し、「副首都法案」

など出来の悪い法案を乱発。強行採決を繰り返す。。。 

そんな中で今、あらためて「民主主義」と「政権交代  

可能な政治」について考える。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森山ひろゆきの 

最新情報発信は 
こちら 

 
お気軽にご参加ください！ 

 
どなたでもご参加いただけます。 
急な変更の可能性もありますので、 
事前にお問い合わせください。 
  

８月３０日(日) １５時３０分～ 
  八下西校区地域会館 
  堺市東区引野町１丁７−８３ 
 

９月２３日(水・祝) １５時４０分～ 
  人権ふれあいセンター  

堺市堺区協和町２丁６１−１  

座談会参加 
申込フォーム 
QRコード👉 

元気モリモリ!!!座談会  

政権交代可能な政治をめざして
～国民の声をしっかり受け止める政党をつくる制度改革を 

ドイツなどに存在する「政党法」が日本にはなく、各党独自ルールで運営しているため不祥事を頻発する党も 

存在する。また議員政党が主流であるため、議員の都合で離合集散が起こりやすいなどの課題がある。 

→民意の受け皿として透明性をあげ、基本的なルールやガバナンスなど共通のルールを適用することが必要。 

日本の政党助成金は「議席数に応じて」配分されるため、議員報酬と合わせると与党が資金的にも絶対に優位

となります。英国ではこれを避けるため、第２党が「陛下の野党」とされ第１党に対抗できるよう議会日程の１７

日間の議題設定権や政党助成金の配分などで優遇し、「複数の政権担当能力のある政党」を常にもっておくこと

が国民のためとされています。 →日本でも「国民のための野党」の制度化を！ 

② 党員～もっと多くの人が党員になる社会 

③第２政党～与党に対抗できる野党を育てる 

ドイツでは各政党が予算をもって「財団」をつくって世界各国に事務所を設置、現地の状況把握や学術交流、

文化経済交流を通じた親独感情の醸成をふくめた政党外交を展開しています。 

→日本の政党でも一定の予算を制度化し、政党外交の展開を。 

④ 政党と教育～学校でも政治を学ぶ 

日本では「政治と教育をわける」ことがノーマルとされ、高校まで無菌状態で育った 18 歳が 

いきなり選挙権を持ち、とまどう原因になっています。米国では学校内に「民主党クラブ」 

「共和党クラブ」があり、自由に行き来する中で政治と触れる機会を作っています。 

→「18 歳選挙権」を前提に、日本でも政治と教育の距離を縮める必要がある。 

⑤ 政党外交～政党どうしの国際交流を進める 

防災モリモリ会  開催！  
 

南海トラフ地震への備え、大丈夫？ 
９月２３日(水・祝) １４時～１５時３０分 

   人権ふれあいセンター 堺市堺区協和町２丁６１−１ 
  
森山浩行後援会連合会は、地域別やテーマ別で勉強会や  
交流会を開催。水・子ども・福祉・芸術・動物愛護・      
落語…など、様々なテーマがあります。  
詳しくは森山事務所までお問い合わせください。  

① 政党法～政党のルールをつくる 

米国大統領予備選挙に参加する民主・共和両党の党員数は各 3000～4000 万人(人口の１０％前後)。 

日本の政党の党員は、一番多い自民党で 100 万人程度(人口の１％に満たない)。これでは各党どうしても  

思いが強い極端な意見が大きくなりがちで、「党内議論」は国民一般の世論からかけはなれることが多くなり

ます。 →政党が民意の受け皿になるには「人口の 10％が参加する政党を複数つくること」が望ましい。 


